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1．はじめに 

 近年、スマートフォンの普及が進み、多くの人

がスマートフォンを所持している。青少年の SNS

の利用者は年々増加しており、それに伴って SNS

では悪口が蔓延している。悪口を目にしてしまう

機会が増加し、心が傷ついてしまう、そのような

トラブルが今後も増加すると予想される。そこで

機械のプログラムによる悪口のフィルタリングが

出来ればそういったトラブルの抑制につながるの

ではないかと私は考えた。 

2．関連研究 

 参考にする関連した研究について記述する。 

2.1 Web 上の誹謗中傷を表す文の自動検出 

 Web 上の多くの文章に対して誹謗中傷となる単

語を自動検出するための研究が行われていた

[1]。この研究では悪口となる単語を悪口極性の

単語とし、またその逆極性となる全く関係ない単

語等を用意し、その単語と判定したい対象の単語

の Web 検索ヒット件数から悪口極性に強く共起し

ているかを調べることで悪口を検出しようとし

た。この手法は十分に有効であると報告してい

る。 

2.2 有害表現抽出に対する種単語の影響に関す

る一考察 

 Web 上の多くの文章に対して誹謗中傷等の有害

表現を検出する手法に対して、既存の種単語を用

いて Web 検索ヒット件数から有害極性となる単語

を検出する手法について種単語の規模を拡張し、

種単語の組み合わせ等が及ぼす影響についての検

証が行われていた[2]。この研究では様々な方法

や基準で種単語を選別し、その組み合わせによる

種単語の有害極性判定手法の結果を示していた。

結果として、種単語の組み合わせにより手法の平

均精度は向上し、また、人手で判断した単語を種

単語として用いると多くの有害語が高い極性値を

持っており、精度に影響を及ぼすことが報告され

ている。 

2.3 単語の分散表現を利用した文書類似度 

ニューラルネットワーク言語モデルの一つである

Word2Vec を用いた単語の分散表現をもとに文書を

単語の集合として表現することで、文書の類似度

を計算する研究が行われていた[3]。この研究で

は、Earth Mover’s Distance を用いて文書を単

語で表わされるヒストグラムとみなすことで文書

の類似度を求めていた。この手法によって同義語

や類義語を考慮した文書間の類似度を求めること

が出来ると報告している。 

2.4 Twitter 上に投稿された文章に基づく感情

推定法とその応用に関する検討 

 Twitter のツイートを対象に Word2Vec を用いて

ツイートのテキストを特徴ベクトルに変換し、ツ

イートから感情を推定する手法についての研究が

行われていた[4]。この研究では喜、怒、哀、

楽、無感情の５つの感情を表現する単語を用いて

ツイートの特徴ベクトルを生成し、ランダムフォ

レストを用いて分類を行っていた。結果としてテ

ストデータではある程度の精度で分類できたが、

一般的なツイートを対象とすると精度が落ちたと

報告している 

3．提案する方法 

3.1 Word2Vec を用いた悪口の検出手法について 

 既存の手法では、あらかじめ「キモイ」、「ダサ



い」といった悪口となる種単語と悪口とは関係な

い種単語を用意し、入力単語と一緒に Web 検索を

することでそのヒット件数から悪口単語にどれだ

け近いか、関連しているかを調べ、その関連度か

ら悪口を検出する手法が提案されている[1]。し

かし、Web 検索のヒット件数は不安定であり、再

度実験を行った際、結果の精度が落ちているとい

う研究報告も存在する[2]。その研究報告では種

単語の選定によって改善するだろうとしていた

が、種単語ではなく Web 検索のネットワークの方

を改善することで精度の低下を防ぐことが出来な

いかと考えた。 

 そこで、Word2Vec を用いて機械学習させたネッ

トワークから単語間の類似度から、種単語との関

連度を調べ、それを基に悪口を検出する手法を考

えた。Web 上の文書は年々増加傾向にあり、従来

のヒット件数を用いる手法では全く関係ない文書

がヒット件数に影響する可能性がある。Word2Vec

ではベクトル同士の演算によって似た意味を持つ

単語を調べることが出来る[3]。また、将来言葉

の意味や使い方が変化する、または新しい単語が

生まれた場合、その単語について学習を行うこと

が出来るような文書集合が存在すればそれを基に

学習させることで、言語の変化に対応できるので

はないかと考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.提案手法 

3.2 悪口と感情分析の結果の関係の調査 

 Twitter のツイート文を対象にユーザの感情を

推定する手法が存在する[4]。こちらの手法は

Word2Vec を用いて喜、怒、哀、楽、無感情の５種

類の感情に分類していた。私は、悪口と文に含ま

れている感情には何らかの関係があると考えた。

よってこの手法を用いて文章の感情を推定し、悪

口表現の検出手法の結果と合わせることで、感情

分析の結果と悪口の関係についての調査すること

を考えた。 

4．おわりに 

 今回は悪口表現の検出手法について、従来の手

法であった悪口となる種単語との極性について、

Word2Vec を用いて調べる手法を提案した。また、

悪口表現とそれに伴う感情を推定することでその

関係について調査を考えた。今後、この手法の実

装を行い、テストを行う予定である。 
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